
　柞原八幡宮（ゆすはらはちまんぐう）
は歴史が古く、参道の石段を上ると左側
に国の天然記念物の大クスノキ、神殿
（しんでん）の後にはこんもりと茂（し
げ）った森があります。この森はイチイガ
シ・コジイ・イスノキ・ヤブツバキなど、
暖（あたた）かい気候に適した常緑広葉
樹（じょうりょくこうようじゅ）が生（お）い
茂って、今も原生林の姿（すがた）を保っ
ています。煎（い）ると香ばしいイチイガシ
やコジイのドングリは、石器時代の人び
との大切な食糧（しょくりょう）でした。

　東の参道を通って、森の中を観察して
みましょう。いろいろな種類の樹木（じゅ
もく）が空間をうまく利用して枝を広げ、
光をとり入れています。うす暗い林の中と
光がさしこむ明るい場所では、植物がど
のように違（ちが）うかくらべてみましょ
う。落ち葉の下は小動物やカビ・細菌（さ
いきん）の仲間がたくさんすんでおり、落
ち葉を分解して土をつくっていきます。森
林の土はふわふわしたパンのようにすき
間が多く、雨水をよく吸収（きゅうしゅう）
して大量の水を貯（たくわ）えることがで
きるので「緑のダム」といわれています。

Field Story

　市民に親しまれている大分川の堤防
（ていぼう）上には、「自然とのふれあい」を
と、野鳥案内板が５か所に立っています。
探鳥（たんちょう）場所は案内板のある上
下流域（りゅういき）が観察に適していま
す。
①舞鶴（まいづる）橋上流の左岸…カモ
類やカモメ類が身近にみられます。
②米良（めら）川の合流点…水辺の鳥と山
野の鳥が多くみられるので最も観察に適
しています。
③大分刑務所の裏（うら）…七瀬川合流

点付近が観察

に適しています。
④賀来（かく）川合流点…小さい中州（な
かす）や瀬（せ）、淵（ふち）があっていろん
な鳥がみられます。
⑤稙田（わさだ）西中学校前のせき…自
然環境がよく多くの鳥に出会えます。
　年間をとおして多くの鳥が生息していま
すが、水辺の鳥が中心になります。探鳥時
期としては冬鳥のカモ類やカモメ類などが
飛来する１０月から、夏鳥のオオヨシキリな
どが飛来する５月までの間がよいでしょう。
シギ・チドリ類は春と秋の渡（わた）りの時
期によくみられます。
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